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完成事業箇所（補助事業）

金谷御前崎連絡道路 一般国道４７３号 金谷相良道路 ２４．０億円
か な や お ま え ざ き か な や さ が ら

１．事業箇所

静岡県菊川市倉沢～同県牧之原市東萩間
しずおか きくがわ くらさわ まきのはら ひがしはぎま

２．事業概要

金谷御前崎連絡道路は、第二東名から一般国道１号、富士山静岡空港、東名とを結
かなやおまえざき ふじさんしずおか

び、重要港湾御前崎港に至る延長約３０ｋｍの地域高規格道路として位置づけられて
おまえざき

います。

一般国道４７３号金谷相良道路は、金谷御前崎連絡道路の一部を構成し、整備が進
かなやさがら かなやおまえざき

む富士山静岡空港と東名とのアクセス強化を図るとともに、並行する現道 ４７３号
ふじさんしずおか

の国際コンテナ通行支障区間の解消を目的とした延長５．３ｋｍの４車線道路（暫定

２車線整備）です。

３．平成１９年度事業内容

道路改良工、橋梁工を推進し、全線５．３ｋｍを供用（暫定２車線）します。

４．整備効果

金谷相良道路が全線完成することにより、以下の効果が期待されます。
かなやさがら

◆国際物流基幹ネットワークの構築

・当該事業区間の国際コンテナ通行支障区間の解消が図られるとともに、平成２１

年３月に開港予定の富士山静岡空港と東名とのアクセスが図られ、国際競争力の
ふじさんしずおか

高い産業基盤づくりに貢献します。

（金谷相良道路が開通すると東名と富士山静岡空港とのアクセス時間が約３分短
かなやさがら ふじさんしずおか

縮されます ）。
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完成事業箇所（補助事業）

一般国道３６５号 員弁バイパス ２．０億円
い な べ

１．事業箇所

三重県いなべ市大安町～同県四日市市小牧町
だいあんちょう よ っ か い ち こまきちょう

２．事業概要
、 、一般国道３６５号員弁バイパスは 一般国道３６５号の狭隘な未改良区間の解消と

いなべ

東海環状自動車道大安ＩＣ（仮称 、東員ＩＣ（仮称）へのアクセス強化、並びにスー）
だいあん とういん

パー中枢港湾四日市港への国際コンテナ通行支障区間の解消を目的とした延長１２．

０ｋｍの４車線（暫定２車線）道路です。

３．平成１９年度事業内容
改良工事を推進し、残る２．６kmを供用し、全線完成します。

４．整備効果
員弁バイパスが全線完成することにより、以下の効果が期待されます。

◆国際物流基幹ネットワークの構築

滋賀県湖東・湖北地区の物流拠点と、スーパー中枢港湾である四日市港を結ぶ区

間の国際コンテナ通行支障区間が解消され、通過時間が従来ルートに比べ約４０

分短縮でき合理的な物流ルートが形成されます。
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完成事業箇所（直轄事業）

一般国道19号 中区伏見地区自転車歩行者道整備 ３．９億円
な か く ふ し み

１．事業箇所

愛知県名古屋市中区 栄 １丁目～中区 錦 １丁目
あ い ち な ご や な か く さかえ な か く にしき

２．事業概要

伏見地区は病院や図書館等の公共施設が立地し、また当地区内の市営地下鉄伏

見駅では毎日約１０万人が乗降するなど、歩行者や自転車の利用が多い地区（平

日朝ピーク時：歩行者交通量2,237人/時、自転車交通量１５７台/時［H17.11.

9］）です。また、本自転車歩行者道整備区間は、名古屋市が現在策定中である

交通バリアフリー基本構想において特定経路に指定されることが予定されていま

す。

このため、安心安全な歩行空間整備の確保に向けて、歩行者交通と自転車交

通の分離と歩道のバリアフリー化を実施するものです。

３．平成１９年度事業内容

平成１９年度は、自転車歩行者道の工事

を推進します。

４．整備効果

自転車歩行者道整備を実施することによ

り、歩行者交通と自転車交通の分離とともに、人に優しい歩行空間のバリアフリ

ー化が図られます。
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主要事業箇所（直轄事業）

一般国道３０２号（名古屋環状Ⅱ号線） １３３．３億円
な ご や か ん じ ょ う に ご う せ ん

１．事業箇所

名古屋市中川区富田町～名古屋市中川区富田町
な ご や なかがわ と み だ ちょう な ご や なかがわ と み だ ちょう

２．事業概要

名古屋環状Ⅱ号線は、名古屋市街部の外縁を形成する総延長約６６ｋｍの
な ご や か ん じ ょ う に ご う せ ん な ご や

環状道路で、市内から放射状に伸びる幹線道路や名古屋高速道路と主要地点で

連絡し、市内へ集中する交通の分散・通過交通の排除により、都市内の渋滞を

緩和し、名古屋市周辺の開発を支援することなどを目的に計画された幹線道路

であり、自動車専用道路と一般道路（一般国道３０２

号）の複断面により構成されています。

３．平成１９年度事業内容

平成１９年度は、東部・東南部の橋梁及び改良工事

等を推進します。

４．整備効果

名古屋環 状Ⅱ号線の全線整備によって、名古屋都市圏を通過する交通量が
な ご や かんじょう に ご う せん な ご や

２１万台／日から１０万台／日に半減すると見込まれ、これに伴って名古屋
な ご や

都心部の交通集中が緩和されます。

さらに、渋滞の緩和による平均走行速度の上昇により大気汚染物質であるＳ

ＰＭやＮＯｘ、温室効果ガスであるＣＯ２の排出量の削減が期待されます。

 

※１ 削減量は、名古屋市中心部より約20km
圏内の削減量を示しています。

ＳＰＭ排出量 ＮＯｘ排出量 ＣＯ２排出量
(g/km) (g/km) (g-CO2/km)
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至軽井沢

至上田

下諏訪町

諏訪市

茅野市

中津川ＩＣ

岡谷市

高遠町

伊那市

大鹿村
松川町

喬木村

上村

南信濃村阿南町

天龍村 青崩峠

至浜松

売木村

根羽村

至豊橋

治部坂峠
浪合村 下條村

阿智村

清内路峠

南木曽町

大桑村

上松町

木曽福島町
日義村

木祖村

楢川村

鳥居峠

塩尻市

至長野

至高山

飯田市
南

ア

ル

プ

ス

諏訪湖

中

央

ア

ル

プ

ス

平谷村

N

至
名
古
屋

至
名
古
屋

駒ヶ根市

姥
神
峠

権
兵
衛
峠

園原ＩＣ

飯田ＩＣ

松川ＩＣ

駒ヶ根ＩＣ

伊那ＩＣ

伊北ＩＣ

諏訪ＩＣ

岡谷ＩＣ

塩尻ＩＣ

中
央
自
動
車
道

長野県

岐阜県

愛知県
静岡県

19

19

19

361

361

361

20

153

153

153

256

256

418
418 152

474

151

152

152

142

ロープ掛け工
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主要事業箇所（直轄事業）

一般国道１９号 南木曽地区防災対策 ０．５億円
な ぎ そ

１．事業箇所

長野県木曽郡南木曽町読書
き そ な ぎ そ ま ち よみかき

２．事業概要

一般国道１９号は、愛知県名古屋市を起点とし長野県木曽地域を経由して長野県長野市に
あい ち な ご や な が の き そ な が の な が の

至る延長約２６０ｋｍの主要幹線道路であり、長野県が策定した「緊急輸送道路ネットワー
なが の

ク計画」の中で第一次緊急輸送道路に指定されています。

一方で、木曽地域は急峻な山に挟まれ近辺に迂回路がなく国道１９号が唯一の幹線道路で

あるため、災害発生による通行規制は、地域に多大な影響を及ぼすため、防災対策箇所につ

いて鋭意事業を進めているところです。

当該箇所は、雨量通行規制区間に指定されており、また、のり面には落石の恐れのある岩

が点在しているため防災対策必要箇所となっています。

このため、防災対策を行うことにより安全で円滑な交通を確保し、事前通行規制区間の早

期緩和を図るものです。

３．平成１９年度事業内容

【位置図】 【断面図】

南木曽地区

４．整備効果

防災工事を実施することにより、主要幹線道路としての信頼性を高め、台風等の異常気象

時における安全性の向上を図ります。また、雨量規制区間の早期解除や孤立集落の解除が図

られるとともに、救助・救急、医療活動及び消防活動の向上に寄与します。
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主要事業箇所（直轄事業）

（短期対策）雀子ヶ根交差点渋滞緩和対策
す ず め こ が ね

１．事業箇所

岐阜県恵那市大井町雀子ヶ根
ぎ ふ え な お お い す ず め こ が ね

２．事業概要

雀子ヶ根交差点渋滞緩和対策は、一般国道１９号恵中拡幅の事業区間において実施
す ず め こ が ね けいちゅうかくふく

する渋滞緩和のための短期対策です。

当該交差点は県内でも有数の渋滞箇所ですが、４車線拡幅事業の全線供用には時間を

要するため、現段階で実施が可能な対策を先行的に実施し、当面の渋滞を緩和させる対

策です。

３．平成１９年度事業内容

平成１９年度は、一般国

道１９号と並行する迂回路

（ 恵 那 市 道 雀 子 ヶ 根
え な し ど う す ず め こ が ね

原側道線）の拡幅工事を実
はらそくどうせん

施します。

４．整備効果

平成２０年度に新雀子ヶ根交差点（仮称）を先行的に整備することにより、以下の効
しん す ず め こ が ね

果が期待されます。

◆雀子ヶ根交差点の渋滞緩和
す ず め こ が ね

・岐阜県恵那総合庁舎などへ向かう左折車両を新雀子ヶ根交差点（仮称）で事前
ぎ ふ け ん え な そうごうちょうしゃ しん す ず め こ が ね

に迂回路へ誘導し、雀子ヶ根交差点での左折車両台数の低減を図り、渋滞を緩和
す ず め こ が ね

します。
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Ⅲ- 23

主要事業箇所（直轄事業）

一般国道25号 名阪国道交通事故対策
め い は ん

１．事業箇所

三重県亀山市太岡寺町～同県伊賀市治田
み え け ん か め や ま し た い こ う じ ち よ う い が し は る た

２．事業概要

一般国道２５号（名阪国道）は東名阪自動車道と西名阪自動車道とを直結す

る自動車専用道路であり、名古屋～大阪間の主要幹線道路です。

これまで事故対策として、コンクリート防護柵の設置

等、事故が多発している箇所を中心に事業を推進して

平成 年に全国の自動車専用道路 あたいますが、 17 10km

りの死亡事故発生件数がワースト１でした。

自専道死亡事故ワース

地ト１を返上するため、

域の代表者、道路利用

者、交通管理者、行政に

よる「名阪国道の安全安

、日頃の問題点心走行を考える懇談会」を設置し

意見交換を行ってきましや危険箇所についての

た。今後も引き続き懇談会

において、主に短期的に取

り組むことができるソフト、ハード対策についての改善計

画を議論しながら事故対策事業を推進していきます。

H19.3.2懇談会状況

《 事故件数の推移 》三重県側
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三重県トラック協会 伊賀市建設部

いがの道女性会議 高速道路交通警察隊

亀山商工会議所 北勢国道事務所

上野商工会議所

亀山市自治会長 （事務局）

伊賀市自治会長 北勢国道事務所副所長

亀山市観光協会 調査設計課長

伊賀上野観光協会 管理課長

鈴鹿建設事務所 上野維持出張所長

伊賀建設事務所

亀山市産業建設部

「名阪国道の安全安心走行を考える懇談会」
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《事故件数（H8～H16）》 200mピッチの事故件数データ
凡　例 ： ：　　 死傷事故件数　　　　 死亡事故件数

④対策
③対策

②対策

①対策

⑤対策

①対策‥国道１号関BP整備
②対策‥伊勢道直結線H16
③対策‥コンクリート防護柵H17

中分視距改良・追い越し路肩拡幅
支線誘導増設・大型警戒標識H18

④対策‥区画線・減速マーク・注意喚起看板H17
すべり止め舗装・合流車表示板更新H18

⑤対策‥法面生計による視認性確保H17
加速車線延伸H18
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